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指摘事項

指摘内容 改善状況

入所時の乳幼児の健康診断
について

　入所時に当たり、児童の健康診断に代わり母子
手帳上の健診記録を確認しているが、その写しを
保管していなかった。利用乳幼児の健康状態の確
認のため、健診記録の写しを保管すること。　　
　なお、入所時の健康診断は、利用開始日の属す
る月の６か月前の初日から利用開始日の１か月後
の日までに実施する必要があるが、母子手帳に記
載された診断日が当該期間内であるかを確認する
とともに、診断日が当該期間外である場合は、医
療機関により速やかに健康診断を行う必要がある
ことに留意すること。

改善済

児童の歯科検診について 　児童の歯科検診については、保護者に歯科受診
してもらうよう依頼しているが、検診結果の提供
を受けていなかった。利用乳幼児の健康状態の確
認のため、検診結果の提供を受けること。

改善済

指摘内容 改善状況

職員の健康診断について 　定期健康診断を受診していない職員がいた。ま
た、受診している職員についても、健康診断の項
目に漏れがある。常勤職員及び非常勤職員で常勤
職員の４分の３以上の時間勤務する者について
は、労働安全衛生法及び労働安全衛生規則に基づ
き、職員の定期健康診断を実施すること。（検査
項目：既往歴病歴、自覚多覚症状の有無、身長、
体重、腹囲、視力、聴力、胸部Ｘ線、血圧、血液
検査、尿、心電図　※身長については２０歳以上
の者、血液検査、心電図、腹囲は４０歳未満の者
（３５歳は除く）は医師の判断で省略可）

改善済

救命処置の訓練について 　職員に対する救命処置の訓練が定期的に実施さ
れていなかった。
　事故発生時に適切な救命処置が可能となるよ
う、定期的かつ計画的に訓練を実施するととも
に、訓練への参加者、訓練の状況、訓練の結果判
明した課題等をまとめた記録を作成し、振り返り
ができるように整理しておくこと。

改善済

事故発生防止について 　事故（軽微な事故を含む）が発生した場合にお
ける事故の状況及び事故に際して採った処置の記
録が作成されていない。事故発生時には当該記録
を作成すること。なお、実際に傷を負った場合等
は事故記録とし、事故には至らなかったが、事故
になる可能性があったものや危険と感じたときは
ヒヤリ・ハット記録を残し、検討・分析による事
故の発生防止、事故防止対策の周知徹底を図るこ
と。

改善済

●　指導監督基準を満たしていないが、比較的軽微な事項
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感染症罹患後の再登園につ
いて

　再登園にあたり、保護者の口頭申出により治癒
を確認しているが、その申出に係る記録が整えら
れていない。「医師から登園可能であることを保
護者が確認している」旨の書面（登園届）の提出
を保護者から受ける、又はその旨の記録をしてお
くことなど、施設内で対応方法を定めること。

改善済

アレルギー疾患の対応につ
いて

　アレルギー疾患（食物アレルギーを含む）のあ
る児童については、施設の独自様式書類により確
認し、対応している。保護者の申し出だけの除去
対応は、園児の成長に必要な栄養が摂れず、園児
の発育発達に不利益が生じるおそれがあるため、
国策定の「保育所におけるアレルギー対応ガイド
ライン（２０１９改訂版）」に沿って、生活管理
指導表を得たうえで適切に対応すること。

改善済

安全確保について 　施設巡回時に確認された次の点について、安全
上の観点からそれぞれ改善策を講じること。
・ピアノの鍵盤ぶたについて、指詰め防止対策を
講じること。
・保育室内にあったスプレー容器について、外観
からは内容物が判別できなかった。誤った使用を
防止するため、容器に薬品名を表示すること。

改善済

消火訓練について 　避難訓練は毎月実施しているが、消火訓練を実
施していない月がある。消火の訓練についても毎
月１回以上実施すること。

改善済

施設及びサービスに関する
内容の掲示について

　施設内に掲示している施設及びサービスに関す
る情報について、以下の項目の記載がないので、
記載すること。
・施設の設置者について、過去に事業停止命令又
は施設閉鎖命令を受けたか否かの別（受けたこと
がある場合には、その命令の内容を含む。）

改善済

現預金等の出納管理等につ
いて

　経理規程等が定められていないため、規程を定
めること。また、定めた規程に沿って現預金等の
出納管理を行うこと。

改善済
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